第２学年○組道徳授業案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成２８年度　　月　　日（　）第　時限
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　指導者　

１　主題　　森のともだち　＜Ｂ－（６）親切、思いやり＞

２　資料名　森のともだち　＜出典　明るい心＞

３　ねらい　友達と仲良くし、ともに助け合い、励まし合う気持ちを育てる。

４　準備　（教）人物絵、ワークシート

　　　　　（児）明るい心

	時間
	学　習　の　流　れ
	教師の働きかけと支援・留意点

	５
(5)
２５

(30)

１０

(40)
５

(45)
	１　友達がいてよかったことについて考える。

２　資料「森のともだち」を読み、登場人物の気

持ちや行動について話し合う。

（１）縄跳びに入れてもらったさるきちの気持

ちを考える。

　　・　うれしい

　　・　ありがとう
（２）ひっかかってばかりいるこんたの気持ち

を考える。

　・　うまく跳びたいな。

　・　嫌だな。もうやめたいな。
（３）「もっと、しっかりやってよ。」とぽんこ

　　に言われた時のこんたの気持ちを考える。

　・　わざとじゃない。

　・　そんなに言わなくてもいいのに。

　・　ごめんなさい。
　（４）さるきちが「みんなで、なかよくやろう

よ。」と言った時のこんたの気持ちを考え

る。　

　　・　うれしい。

　　・　ありがとう。

　　・　がんばって跳ぼう。
３　今まで、友達に優しくしたり、優しくしても

らったりした経験について話し合う。

　・　けがをした時、友達が保健室まで連れて行

ってくれて、優しいなと思った。

　・　牛乳をこぼした時、班の人が床を拭いてく

れて、うれしかった。

４　本時のまとめをする。


	○　日常生活で友達と遊んだり、学んだりする場面を思い出させる。

○　資料を読み、みんなが森で何をしていたかのかを確認し、楽しそうに遊んでいる様子をとらえさせる。

○　やっと縄跳びに入れてもらったさるきちの気持ちを考えさせ、こんたの優しさに気づかせる。

○　こんたは、一生懸命とんでいても引っかかってしまうことも確認しておく。

○　みんなから文句を言われ、悲しくなったこんたに共感させる。

○　こんたの気持ちに共感させるために、動作化をさせる。

○　仲間として認めてもらったこんたのうれしさに気づかせるとともに、さるきちの思いも考えさせる。

○　友達に優しくしてもらった時の気持ちをワークシートに書き、発表させる。

○　発表から友達のよさに気づかせる。

○　「ともだち」の本を抜粋して読み聞かせる。



